
 

 

大阪市青少年福祉委員制度実施要領 

 

（目的） 

第１条 この要領は、大阪市青少年福祉委員制度実施要綱（以下「要綱」という。）第９条

に基づき、青少年福祉委員に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（青少年福祉委員協議会にかかる手続き） 

第２条 青少年福祉委員が要綱第 7 条第１項に規定する青少年福祉委員協議会を組織した

ときは、速やかに第 1号様式による届出書を区長に届け出なければならない。 

２ 区長は、前項の届出について、必要な確認を行った上で、当該組織が要綱第 7 条第１

項に規定する青少年福祉委員協議会にあたるものと認めたときは、第２号様式により承

認する。 

３ 青少年福祉委員協議会において代表者を選任したときは、当該代表者は速やかに第３

号様式による代表者届出書を区長に届け出なければならない。 

４ 青少年福祉委員協議会において代表者の変更が生じたときは、当該代表者は速やかに

第３号様式による代表者届出書を区長に届け出なければならない。 

 

（区青少年福祉委員協議会にかかる手続き） 

第３条 青少年福祉委員が要綱第 7 条第３項に規定する区青少年福祉委員協議会を組織し

たときは、速やかに第４号様式による届出書を区長に届け出なければならない。 

２ 区長は、前項の届出について、必要な確認を行った上で、当該組織が要綱第 7 条第３

項に規定する区青少年福祉委員協議会にあたるものと認めたときは、第５号様式により

承認する。 

３ 区青少年福祉委員協議会において代表者を選任したときは、当該代表者は速やかに第

６号様式による代表者届出書を区長に届け出なければならない。 

４ 区青少年福祉委員協議会において代表者の変更が生じたときは、当該代表者は速やか

に第６号様式による代表者届出書を区長に届け出なければならない。 

 

（市青少年福祉委員協議会にかかる手続き） 

第４条 区青少年福祉委員協議会が要綱第 7 条第４項に規定する市青少年福祉委員協議会

を組織したときは、速やかに第７号様式による届出書をこども青少年局長に届け出なけ

ればならない。 

２ こども青少年局長は、前項の届出について、必要な確認を行った上で、当該組織が要

綱第 7 条第４項に規定する市青少年福祉委員協議会にあたるものと認めたときは、第８

号様式により承認する。 

３ 市青少年福祉委員協議会において代表者を選任したときは、当該代表者は速やかに第

９号様式による代表者届出書をこども青少年局長に届け出なければならない。 

４ 市青少年福祉委員協議会において代表者の変更が生じたときは、当該代表者は速やか

に第９号様式による代表者届出書をこども青少年局長に届け出なければならない。 

 

   附 則 



 

 

１ この要領は平成 26年４月１日から施行する。 

 

附 則 

１ この要領は平成 27年６月１日から施行する。 

 

附 則 

１ この要領は令和３年２月５日から施行する。 

 


